
 

  
 

  

 ～市民の誰もがいつでも読書に親しむことができる環境を目指して～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市民図書館の本（約 28 万冊）雑誌（約 250 タイトル）と電子書籍

（約 1万冊と約 150 タイトル）を読むことが可能 

・マイナンバーカードを利用して、新規登録申請や更新、住所変更の手

続きが電子申請可能（更新は 3年ごとに） 

・デジタル利用カードを導入 

・市民図書館 HP で予約し、準備できた時にメール通知を受け取ること

ができ、分館やコミセン、自宅で受取りも可能 

・市立学校の児童生徒が利用可能 

・電子書籍を活用した授業でことわざを探して調べたり、教科書掲載作

家の作品を読み広げたりして、主体的な学習の場を提供 

・本文検索機能で知りたい情報をピックアップ可能 

・文字の拡大や画面色の反転、読み上げ機能により個に応じた読書環

境を提供  

・同時に複数のアクセスが可能な読み放題パックの電子書籍を朝読や

読書会などで活用 

・利用カード登録と同時に電子図書館の利用が可能（市民に限る） 

・電子図書館の利用対象者を市民と市内通勤・通学者に拡大 

・市民図書館の本と電子書籍を同時に探せる機能を追加 

 （一部の電子書籍を除く） 

・市民図書館 HP でメールアドレスを登録し、予約した市民図書館の本

や電子書籍が準備できた時にメール通知を受け取ることが可能 

・電子図書館は、市民図書館の閉館時間でも、どこからでも利用可能 

 

市民図書館×電子図書館  ～市民の多様なライフスタイルに対応～ 

GIGAスクール×電子図書館  ～児童生徒の読書習慣を形成～ 

市民図書館 DX  ～市民の利便性向上～ 


